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[翻 訳]













 クルタプラジャ (Raden Ngabehi Kertapraja)。ウィンテルがデルフト
に提供した「栄養」の中にメインスマ版の原稿が含まれていたのだが，そ
の筆者はウィンテル自身ではなくクルタプラジャ（またはカルタプラジャ
Kartapraja /Karta Praja) であった。クルタプラジャに関しては生没年など
基本的な事柄を含めて詳細は明らかでない。以下にわかった限りのことを
紹介しておきたい。特に注記するもの以外はラス [Ras 1987b : XXI] に拠っ
ている。
クルタプラジャは1838年 4 月にジャワ語学館の教員に任命された（給与
月額50ギルダー) [Wieringa 1999 : 259]。それ以前，オランダ聖書協会
(Nederlands Bijbelgenootschap) からスラカルタに派遣されたヘーリック














家コーヘン・ストゥアルト (Abraham Benjamin Cohen Stuart, 18251876)
[ENI 1 : 4967] はこの点でクルタプラジャを称賛しているという。しか
し，今日クルタプラジャの作品として確認できるのはマニック・マヤ
(Manik Maya) とババッド・スンカラ (Babad Sengkala) の 2 点にとどまる
ようである [Pigeaud 3 : 273]。前者は稲作や稲の神に関する神話（韻文）







sche Zamenspraken, 2 vols.)』は，語学テキストであると同時にジャワの
社会と文化，文学についても貴重な情報源として高く評価されているとい
う。ウィンテルはまたジャワ語古典文学作品の簡略散文版をいくつも作成
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リ， 4番目はラデン・トンペ， 5番目はラデン・カダウンといい， 6番目
は娘で，パジャンのトゥムングン・マヤンと結婚した。 7番目は娘で，パ





















































意] に友人キヤイ・アグン・ギリン kyai ageng Giring 別名キ・アグン・
















































































































































































































































































































































を投げ上げ，またある者は 1ダチン dacin [約 60 kg] の重さの石を投げ上
げた。落ちてくるそれらを胸や背で受けたが，一人として傷つかなかった。
マントリたちはみな強い霊力をもち，不死身なのである。



































































































で並ぶ者のない美しさで，名をララ・キドゥル rara Kidul といい，ジャワ
全土のあらゆる種類の精霊を支配していた。その時ララ・キドゥルは宮廷
にいて，宝石をちりばめた黄金の座床に座し，その前にはジン jim たち，
プリ periたち，プラヤンガン perayanganたちがかしこまっていた。ララ・
キドゥルは海の魚たちが大混乱し，水が沸き立つように熱いのを見て驚い
た。海は恐ろしい音をたてていた。ララ・キドゥルは心の中で思った｡
「生まれてこの方一度もこんな海を見たことはありません。どうしたこと
でしょう，この大騒ぎは何があったのでしょう。太陽が落ちてしまって，
この世の終わりがきたのでしょうか」
そこでニャイ・キドゥルは外に出て，水の上に立った。そこに見える世
界は明るく，何事もなかった。ただ海の岸に気高い人間が一人座し，アラー
への祈りに没入していた。ニャイ・キドゥルは自分に言った｡「これが海
に大混乱を起こしたお方にちがいない｣。そしてセナパティの考えがみな
わかった。ララ・キドゥルはいそいで近づき，拝礼の上，セナパティの足
許に跪拝し，取りなすように申し上げた｡「どうぞあなた様のお心の苦し
みをお消し下さいませ。この大騒動が鎮まり，この騒ぎのために破壊され
た海の中のすべての者がすぐに元に戻りますように。あなた様，どうか私
めを哀れと思し召し下さいませ。この海は私めが守護するものでございま
すので。そしてあなた様の主アラーへの懇願は今や許されております。あ
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なた様とあなた様のご子孫はみなきっと王位におつきになり，ジャワの国
を支配なさり，並ぶ者がないことでしょう。そしてジャワの国のジンたち，
プリたち，プラヤンガンたちはみな，あなた様の支配に服するでありましょ
うし，あなた様が将来敵をもつことがありましても，これらはみなあなた
様をお助けすることでしょう。みなあなた様の望みのままに付き従うこと
でしょう。あなた様はジャワの国の王たちの始まりとなられるお方であり
ますゆえ｣。セナパティの心はニャイ・キドゥルの言葉を聞いてとても喜
んだ。そして大混乱はすぐに鎮まり，死んだ魚たちも生き返った。
ニャイ・キドゥルは秋波を送りながら拝礼して海の中へと戻っていった。
セナパティはすっかり惚れ込んでしまってララ・キドゥルについていった。
セナパティは大地を歩くかの如くに水の上を進んでいった。海の宮殿に着
くと，黄金の座床にならんで座り，その前にプリたちとプラヤンガンたち
がかしこまった。セナパティはニャイ・キドゥルの宮殿のあまりの美しさ
に驚かされた。御殿と周りの壁はすべて金と銀であった。庭の砂利はルビー
とダイヤモンドであり，庭の植物もすべてとても美しかった。果実と花々
も素晴らしかった。地上にはこれに匹敵するものはなかった。
セナパティはニャイ・キドゥルと 2人並んで座りつづけ，異性を意識し
て固くなっていた。ニャイ・キドゥルの方はセナパティの表情をうかがい
つつ好意のまなざしを送り続けた。セナパティは微笑み，そしてニャイ・
キドゥルに語りかけた｡「ねえおまえ，おまえの寝室がどんなつくりか，
知りたいものだ｣。ニャイ・キドゥルは答えた｡「お心のままに，否やはご
ざいませぬ。あなた様のおいでをお待ちもうすばかりでございます｣。こ
うしてセナパティは手を取って寝室の中に導かれた。セナパティは優しく
言った｡「ねえおまえ，おまえの寝室を見てとても驚いたよ。物語に言う
天国のもののようだ。生まれてこの方このような寝所は見たことがない。
美しく作ることができる持ち主にぴったりのものだ。マタラムに戻りたく
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ない，ここがすっかり気に入った。しかし一つだけ足りないものがある。
男がいないことだ。見目よい男がいたならどんなに良いことだろう」
ニャイ・ララ・キドゥルは答えた｡「独り身で，女王でいるだけでよろ
しいのです。私めの願いは，命令する人がいないことでございます｣。セ
ナパティは微笑みながら言った｡「ねえおまえ，どうかおまえへの狂おし
い思いを癒す薬を貰えまいか｣。ララ・キドゥルは想いをこめて見つめな
がら答えた｡「薬を差し上げることはできませぬ，呪医ではありませぬゆ
え。あなた様は偉大な王様でいらっしゃいますから，私め以上の女に不足
なさるはずはありませぬ｣。セナパティはすっかり熱くなってしまい，想
いを達するためにララ・キドゥルを運び去った。
さて，セナパティの南海滞在は 3日 3晩に及び，ずっとララ・キドゥル
と愛しあった。セナパティは毎日，王として立つ者，あらゆる人びととジ
ンやプリたちを率いる者が知るべきことがらについて教えを受けた。
セナパティは言った｡「いとしい人よ，おまえの教えのすべてに心から
とてもありがとう。そしてそなたを信じる。しかしもし将来敵を迎えた時，
誰をそなたへ使いに出せばよいのだろう。マタラムにはそなたを知る者は
いないはずだ｣。ララ・キドゥルは答えた｡「それはまったくたやすいこと
でございます。あなた様が私めをお呼びになりたければ，腕を胸の前で交
差させ，両足をぴったり揃えてお立ちになり，目を天にお向けになるので
ございます。そうなされば私めはすぐに参ります。ジンたち，プラヤンガ
ンたちの軍隊が武器を携えて一緒にやってまいります｣。セナパティは再
び言った｡「いとしい人よ，マタラムに戻ることを許して下さい。あなた
の指示をすべて守ります」
33．スナン・カリジャガがセナパティに住居を壁で囲むよう諭す
セナパティは出立し，陸上を行くかのように海の水の上を歩いた。パラ
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ントリティス Parang-Tritis に着くとセナパティは驚いた。お師匠様スナ
ン・カリジャガが鍾乳石の下に座して瞑想にふけっておられたのだ。ただ
ちにその膝に口づけし，水に濡れないスクティを見せたことに恭しく赦し
を求めた。スナン・カリジャガは申された｡「セナパティよ，こうしたス
クティの威力に頼るのをやめなさい。こういうのを人は思い上がりと言う。
ワリたちはこのような振る舞いを喜ばぬ。お前はきっとアラーの怒りに触
れるだろう。本当に王になりたいのならば，お命じになることを感謝して
受け入れなさい。さあ，マタラムへ行こう。お前の家を見たいものだ」
こうして歩きはじめ，マタラムに着くと，パンディタは，セナパティの
館がまだ囲われていないのをご覧になって申された｡「お前の住まいはま
だレンガ壁で囲われておらぬ。これは良くない。お前は自分のカスクテン
と不死身の強さに驕り高ぶっているとそしられる。たとえば，水牛や牛に
柵がなかったら，どこへ行くかわかったものではない。水牛や牛をしっか
り繋ぎとめ，夜ともなれば柵に入れ，外には見張りを置くのがよい，そし
てアラーにお任せするのじゃ。屋敷地の周りに壁を作るがよい。まずは土
壁でよい。マタラム人に乾季のたびにレンガを焼くよう命じるのじゃ。十
分な量になったら，防御壁を作りなさい｣。パンディタは水のはいったコ
コヤシ殻を取って，祈りの言葉を唱えながら水をたらしておまわりになっ
た｡「いずれ囲壁を建てる時にはこの線に従うのじゃ」と申され，セナパ
ティは心得ましてございますと答えた。こうしてパンディタは戻っていか
れた。
訳注
1) アウィジャヤがアディウィジャヤの間違いであることは解題参照。
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